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第 4 章では， I電解液の極聞における流動状態」を研究して，放射条こん等の発生機構を論じてい
る。すなわち，気体の混入のない場合には電解液の流量が増せばその噴出口の周縁に負の圧力の部分
-561-
が発生して空洞現象を起こし，溶出に不同を生じて条こん，段丘等を作るが，高圧の気体を混入すれ
Jまこの負圧の発生が消滅するためにこれらの現象が起こらなくなることを明らかにしている。
第 5 章では「電解加工における極聞の電流密度の分布」を理論計算と導電紙を用いる模型実験の両
方法から求め，実際の加工によって得られる形状の精度と電流密度の分布状態との関連を明らかにし
一てし、る 。
第 6 章は「電解加工の工業的応用」と題して，まず著者の創意によって開発された電解加工機の概
略の説明を述べ，その性能を示す l 例として電解加工の困難な高炭素鋼，ステンレス鋼等の加工実績
とその加工機構の推論を述べている。
第 7 章は「超硬合金の電解加工」に関する研究結果を述べたものである。超硬合金は従来食塩水で
は電解加工はむずかしいものとされていたのであるが，半波整流電源または交流パイアス電源等を用
いれば食塩水によっても超硬合金の電解加工が可能であることを明らかにしている。
総括は以上全文の結果を要約したものである。
本論文はきわめて最近に発達した電解加工の加工現象について詳細な研究を行なったものであっ
て，高圧気体混入方式とし、う独創的な方式を発明して，高い精度の加工を行ないうる加工条件の範囲
を低い電流密度，高い電解液流量の領域にまで広く拡張し，電解加工の作業を著しく容易にしてその
応用範囲を広めたことは，すでに諸外国からも高く評価されているところであって，超硬合金の新し
い電解加工法の開発と共に，工学上ならびに工業上に貢献するところはきわめて大きいものと考え
る。
よって本論文は博士論文として十分に価値があるものと認める。
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